
頑 張 る し か な い
校長 海江田 修 誠

人の心には二面性がある。たとえば楽天的に対 して悲観的とい う言葉が浮かぶ。コップに注い

だ水が半分になつた時に,「 まだ半分ある。」と思 うか,「 もう半分無 くなった。」と思 うか,人
それぞれタイプの違いもあるだろうし,同 じ人でもその時によつて,楽天的になったり悲観的に
なつたりする。似たような言葉に前向き,後 ろ向きという言葉もある。 どちらが良いとか悪いと
かはその時の事情があり言つても仕方のないことであると思 うが,悲観的に物事を考えるより前
向きに考えられれば,それに越 したことはないと思 う。ただ,こ の前向き,楽天的とい う心の働
きも複雑である。たとえば,切羽詰まり始めて覚悟を決めないといけないときに楽天的であれば ,
「明日がある。 (今 日は休もう。)」 と逃げる気持ちになってしまう。もつとも「今 日は休もう。」

と開き直ることができるのであれば,それはそれで大切な心の働きだと思 う。
教師は「頑張る」とい う言葉が好きである。最近はス トレスマネイジメン トの観点から「頑張

らなくていい。」とい うことも盛んに言われる。その意味も充分に理解できるのだが,私 もやは
り「頑張る」 とい う言葉が好きである。「頑張る」の語源をたどると「我張る」「眼張る」 とい

うことらしい。最近はあえて 「顔晴る」と書く書き方もあるそ うだ。鹿児島弁で「気張れ」と言

うのも,東北弁で 「けつぱれ」と言 うのも意味は同じで,「頑張る」 とは 「(気 を張つて)自 分
の気持ちや考えをしっかり持ち,困難に打ち勝って,事を成 し遂げること」である。
なぜ 「頑張る」ことが好きかと言えば,こ れまで生きてきた中で,さ さやかではあるが 「頑張
って事を成 し遂げた」時の心の晴れやかさを経験 しているからだ。それが積み重なつて自分の芯

を形成 してきたという実感がある。そ うい う経験を生徒にも味わってもらいたい。だから,生徒
には 「頑張れ,頑張れ」と言い続けるつもりだ。 しかし,いつも気を張つて頑張れという道徳観
を求めているわけではない。大切なことは「何のために,ど う頑張るのか。」ということである。
時には弱音を吐くことも頑張る戦略の一つであれば大いにけっこう。教師の立場としては,やみ
くもに 「頑張れ」と言 うことが生徒のス トレスを過剰に高めてしまうことも考えなければならな

いし,一方で,客観的にみればたいして頑張つているわけでもないのに,頑張つているつもりに
なつている楽天的な生徒を,現実に引き戻すこともしなければならない。
さて, 3年 生である。大学入試までの期間を 「まだ○か月ある。」 と思 うか,「 もう○か月 し
かない。」と思 うか,あ なたはどちらだろうか。大学合格を成 し遂げるためにどう頑張るのか ,

自分のこととして考えられるかどうかだ。合格するためにしなければならないことは山ほどある。

覚えなければならない英単語は6,000語 とも言 う。明 日があるからと今 日は休むのか。今 日休ん

でも結果を得 られれば一番良いのだろうが,今 日を休む人は,結局,最後まで言い訳をして終わ
るんだろうなと思 う。それもまたその人が選択 した人生ではある。

下の詩は,卒業生 (66期 生)の 国公立後期試験の直前,生徒が書いて学級 日報に載っていたも
のである。ここに書かれたことを実感 として自分の感覚にするには,やはり頑張るしかない。悔
いの無い 1年にしてほしいものである。
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